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介護福祉士国家試験におけるパート合格（合格パートの
受験免除）の導入について

【参考資料】



介護福祉士国家試験にパート合格（合格パートの受験免除）が導入されます！！！

○ 我が国では、2040年（令和22年）度末までに新たに約57万人の介護人材の確保が必要とされ（第９期
介護保険事業計画に基づく推計）、また、認知症高齢者や高齢単身世帯の増加等に伴い複雑化・多様化
する介護ニーズへの対応が求められており、高い専門性を有する介護人材の確保育成が喫緊の課題と
なっています。

○ このため、介護福祉士国家試験（以下、「国家試験」という。）については、その重要性がこれまで以
上に増しているところですが、国家試験を受験する者は､第31回試験（平成30年度）の94,610人以降、
減少傾向にあります。介護福祉士を目指す者の減少がこのまま続けば、質の高い介護サービスを継続的
に提供することへの支障が生じることが懸念されます。

○ 国家試験は、実務経験３年に加えて所定の研修を受講する実務経験ルートでの受験者が８割以上を占め
ていますが、実務経験ルートでの受験者については、介護現場で働きながら資格取得を目指す状況から、
就労と試験に向けた学習の両立が課題との声があります｡

○ また、平成29 年より外国人介護人材の受入れを段階的に拡充してきたところですが、特に、「在留資
格介護」については、在留期間の制限なく日本で就労できること、ご家族の帯同が認められていること
もあり、「技能実習」や「特定技能」で入国した方々の中には、「在留資格介護」の要件である介護福
祉士資格取得に向け国家試験を受験する者も多く、国家試験のための専門的な学習に加え、継続した日
本語学習の必要があります。一般に外国人の国家試験の合格率は、日本人を含めた全体の合格率よりも
低い傾向にあることを踏まえると、外国人介護人材にとっても限られた受験機会の中で就労と国家試験
受験に向けた学習の両立は課題であると考えられます。

○ そのため、受験のための学習への取り組み易さ、受験者の利便性の両側面から受験しやすい仕組みの導
入を検討し、国家試験をいくつかのパートに分け、一定の合格水準に達したパートについて、翌年度の
試験において当該パートの受験を免除する「パート合格（合格パートの受験免除）」を導入することと
しました。

○ パート合格の導入により、例えば、初年度に不合格パートがあった者について、次年度は不合格パート
の学習に注力できるようになるなど、一人ひとりの状況に応じた学習の選択肢が拡大され、より受験し
やすい仕組みとなると考えています。
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○ 介護福祉士国家試験が介護福祉士としての必要な知識及び技能を担保するものであることを踏まえ、その質

を低下させることなく、より受験しやすい仕組みとして、複数の科目を１つのパートとして合否判定するパー

ト合格（合格パートの受験免除）を導入する。（令和７年度(令和８年１月実施予定)の第38回国家試験から導入）

○ 試験運営面の負担等を考慮しつつ、受験生の学習の取り組み易さを確保する観点から、３つのパートに分割。

初年度に不合格パートがあった者は、次年度以降は不合格パートの学習に注力でき、一人ひとりの状況に応じ

た学習の選択肢が拡大される。

基本的な考え方

第37回(令和６年度)まで 第38回(令和７年度)から

・全科目の総得点が合格基準点（６割が目安）を

超えれば合格

・総得点で不合格となった場合、各パート毎に判定

・分割したパートごとに合格基準点を超えれば合格

・翌年・翌々年までは、合格したパートの受験は免除

100点合格基準点0点

不合格

（次年度も全科目
受験が必要）

①パート合格（合格パートの受験免除）の導入について（イメージ）

Aパート

Bパート

Cパート

100点0点

合格

合格

不合格

（翌年・翌々年は免除）

合格基準点

（翌年・翌々年は免除）

見直しのイメージ
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領域 試験科目 出題数

午
前
の
試
験

人間と社会

人間の尊厳と自立 ２

人間関係とコミュニケーション ４

社会の理解 １２

こころとからだの
しくみ

こころとからだのしくみ １２

発達と老化の理解 ８

認知症の理解 １０

障害の理解 １０

医療的ケア ５

午
後
の
試
験

介護

介護の基本 １０

コミュニケーション技術 ６

生活支援技術 ２６

介護過程 ８

総合問題 １２

試験科目 領域 出題数

A

人間の尊厳と自立 人 ２

介護の基本 介 10

社会の理解 人 12

人間関係とコミュニケーション 人 4

コミュニケーション技術 介 6

生活支援技術 介 26

小計 60

B

こころとからだのしくみ こ 12

発達と老化の理解 こ 8

認知症の理解 こ 10

障害の理解 こ 10

医療的ケア 医 5

小計 45

C

介護過程 介 8

総合問題 12

小計 20

合計 125

現行

（参考：11科目群）

［1］  人間の尊厳と自立、介護の基本 ［2］  人間関係とコミュニケーション、コミュニケーション技術

［3］  社会の理解 ［4］  生活支援技術 ［5］  介護過程 ［6］  こころとからだのしくみ

［7］  発達と老化の理解 ［8］  認知症の理解 ［9］  障害の理解

［10］ 医療的ケア ［11］ 総合問題

・パートの分割にあたっては、学習内容の重なりに考慮して、科目群を同一パートとしている。
・受験者の利便性・運営面での負担を考慮し、３分割が適当。

３分割

※領域については下記のように記載している。

人：人間と社会 こ：こころとからだのしくみ

介：介護 医：医療的ケア
4
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✓ これまで、午前・午後に分けていた方法により単純に３分割して試験を実施する場合、試験前の説明時間の増加やパート別
受験のための試験室の移動時間が生じるなど、試験実施に係る所要時間が増加（試験開始時刻を早め、かつ終了時刻を遅くす
る必要）する。

✓ 受験者にとって不利益にも繋がることから、試験の運営方法を以下のとおりとし、可能な限り受験者の負担増を回避。
・ 午前中にＡパート試験、午後にＢ・Ｃパート試験、Ｂパート試験、Ｃパート試験（同一時刻開始）を実施（会場ごとに受験者の
状況に応じて設定）。

・ Ｂ・Ｃパート試験は連続して試験を行い、Ｂパートのみ、Ｃパートのみの受験対象者は、試験時間終了後、速やかに試験会場から
退出。

Ａパート試験

Ｂ・Ｃパート試験
Ｂパート試験 Ｃパート試験

午

前

午

後

受験者入室

受験者入室

休憩（Ａパートのみの受験者は退室）

②試験当日の運営方法

【試験実施のイメージ】

受験者退室

受験者退室
受験者退室
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③受験方法について

○ 初回受験時は、全パートを受験。
○ 次回以降の受験時には、既に合格済みのパートを含めた全パート受験か、不合格パートのみ受験するかを、
受験者が選択。

ｎ年（初回受験） ｎ＋１年（2回目受験） ｎ＋２年（3回目受験）

【全パート受験】

6

※ 令和７年度の第38回試験はパート合格導入後初めての試験であることから、全受験者が全パートを受験。

Ａ 合格

Ｂ 不合格

Ｃ 不合格

【全パート受験】

【全パート受験】

【不合格パート受験】

Ａ

Ｂ

Ｃ

【不合格パート受験】

Ｂ 不合格

Ｃ 合格

Ｂ

Ａ 合格

Ｂ 不合格

Ｃ 合格

【不合格パート受験】



有効期限について

○ 各パート毎にパート合格した最終年から翌年・翌々年（２年）まで有効とする

ｎ年目 ｎ+１年 ｎ+２年

Ａパート

パート試験結果 合格 合格 ー

パート有効期限
ｎ＋2年目まで

有効
※１

Bパート

パート試験結果 不合格 合格 ー

パート有効期限 ー
ｎ＋３年目まで

有効

Ｃパート

パート試験結果 不合格 不合格 合格

パート有効期限 ー ー

資格取得 ー ー 資格取得 合格

有効
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有効

※１ Aパートのn＋１年目の合格により、Aパートの有効期限はn＋３年目までとなる



（前提）初回受験時は全パートを受験。

０点の科目群があるパートについては不合格となる。

判定対象 ①全パートの総得点 ②パート別の得点

イメージ

合格基準 ・問題の総得点の60％程度を基準とし
て、問題の難易度で補正した点数
・11科目群全てにおいて得点

・全体の合格基準を全パートを受験した者の平均得点
の比率で按分した点数
・各パートを構成する科目群の全てにおいて得点

合否判定 ○全パートを受験した場合
・まず全パートの総得点により判定
・総得点で不合格となった場合、次に、各パート毎のそれぞれの得点により判定

○不合格パートのみを受験した場合
・各パート毎のそれぞれの得点により判定

特徴 ・全パート受験や不合格パートでの受験など受験方法を選択できるため、受験生が受験スタイ
ルに合わせて計画的に学習することが可能となる。
・①②を導入しても、①はこれまでの合否判定と同じであること、②はパートごとに設定した
合格基準を用いて独立した合否判定をするため、結果として試験の質は担保される。
・複雑すぎない仕組みである。

⑤合否判定パターンの整理

Ａ・Ｂ・Ｃ
パート

Ａパート

Ｂパート

Ｃパート
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介護福祉士の資格取得ルート

実務経験ルート 福祉系高校ルート

介護福祉士資格取得（登録）
（※）平成29年度より、養成施設卒業者も国家試験合格が必要となった。

ただし、令和８年度までの卒業者には卒業後5年間の経過措置が設けられており、卒業後５年の間は介護福祉士の資格を有することとし、当該５年間のうちに、国家試験に

合格するか、介護現場に５年間従事するかのいずれかを満たすことにより、引き続き、介護福祉士としての資格を有することができる。

養成施設ルート

高 等 学 校 等

介 護
福 祉 士
養 成 施

設
(２年以上)

大 学
(社会福祉
に関する
科目履修)

社 会
福 祉 士
養成施設等

保育士
養 成
施設等

介護福祉士養成施設
(１年以上）

実務経験３年

実務者
研修
(６ヶ
月以
上)

介護職
員基礎
研 修

及 び

喀 痰
吸引等
研 修

平成21年度
以降に入学

特例高校
平成20年度
以前に入学

ＥＰＡルー
ト

実務経験
９ ヶ 月

ＥＰＡ候補者

実務経験３年

筆記試験

介護過程Ⅲの履修

「法」  ･･･社会福祉士及び介護福祉士法
「規則」･･･社会福祉士及び介護福祉士法施行規則

法
附 則
第９条
第１項

規 則
第21条
第２号

法
第40条
第２項
第１号

法
第40条
第２項
第２号

法
第40条
第２項
第３号

法
第40条
第２項
第３号

法
第40条
第２項
第５号

規 則
附 則
第１条の２

法
第40条
第２項
第４号

平成19年改正
法

附 則
第５条

告示改正前
入国者

告示改正後
入国者

告示改正により、介護
過程Ⅲ相当の実習を各
施設で行うよう規定。

省令改正以前に
介護技術講習や
介護過程を修了
している方につ
いては、経過措
置にて対応

（参考１）
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【概要】「介護福祉士国家試験パート合格の導入に関する検討会」報告書

４ 合格基準等

６ パート合格導入により期待される効果

５ 運営面への配慮

○ 介護を必要とする方の急速な増加が見込まれる中、2040年（令和22年）度末までに新たに約57万人の介護人材の確保が必要とされている。また、認知症
高齢者や高齢単身世帯の増加等に伴う複雑化・多様化する介護ニーズへの対応が求められており、高い専門性を有する介護人材の確保育成が喫緊の課題。

○ 介護福祉士国家試験（以下、「国家試験」という。）の受験生は徐々に減少している。実務経験３年と所定の研修を受講する実務経験ルートでの受験者が
８割以上を占めており、介護の現場で働きながら資格取得を目指す状況にあるが、就労と試験に向けた学習の両立が課題との声がある。受験者数も実務経験
ルートについては、第33回試験（令和２年度）から第36回試験（令和５年度）で約1万人減少。減少がこのまま続けば、質の高い介護サービスを継続的に
提供することへの支障が生じることが懸念され、強い危機感を抱く状況。

○ また、外国人介護人材についても、「在留資格介護」の要件である介護福祉士資格の取得に向け、国家試験を受験する者もいるが、国家試験のための専門
的な学習に加え、日本語学習も同時に必要であり、就労と学習の両立は課題と考えられる。

○ 本検討会では、昨年度の「介護福祉士国家試験の検証に資するデータの分析に関する検討会」報告書の提言を踏まえ、議論を進め、下記の提言を得た。

１ パート合格導入の考え方
受験のための学習への取り組み易さ、受験者の利便性の両側面から受験しや

すい仕組みの導入を検討することが必要。
国家試験をいくつかのパートに分け、一定の合格水準に達したパートについ

て、翌年度の試験において当該パートの受験を免除する「パート合格」を導入
することが適当。
パート合格の導入により、例えば、初年度に不合格パートがあった者につい

て、次年度は不合格パートの学習に注力できるようになるなど、一人ひとりの
状況に応じた学習を後押しすることが可能となり、より受験しやすい仕組みと
なる。
なお、国家試験は介護福祉士としての知識及び技能を担保するものであるた

め、パート合格の導入によって、介護福祉士の知識及び技能の水準が維持でき
ず、介護サービスの質が低下するものであってはならない。

２ 受験方法
１日間で全パートの試験を実施し、初受験時は全員が全パートを受験する。
再受験時には、不合格パートについては、受験を必須とすることが適当であ

る。
既にパート合格したパートを受験するか否かは受験者の希望制とし、不合格
パートのみを受験するか全パートを受験するかのいずれかの選択を受験者に求
めることが適当である。

３ 分割パターン
受験のための学習への取り組み易さを確保しつつ、受験者の利便性・運営面

の負担も考慮する観点から、再受験のための学習時に注力すべき科目の特定が
容易であると考えられる３分割が適当である。

合格基準は、万が一にも合否の判定に誤りがあってはならず、運営の視点から
も複雑すぎないものとすべき。
全科目に対する合格基準は、現行と同様に、問題の総得点の６割程度を基準と

して、問題の難易度で補正した点数以上かつ試験科目群すべてにおいて得点があ
ることを合格基準とすることが適当。
パートごとの合格基準は、全体の合格基準点に対し全科目を受験した受験者の

平均得点の比率で按分することにより合格基準を設けることが適当。各パートを
構成する科目群すべてにおいて得点があることを合格基準とすることが適当。
合否の判断については､全パートを受験した場合には､まず全パートの総得点で

判断し、結果が不合格だった際には、パートごとに判断することとし、一部の
パートのみを受験した場合には、パートごとに合否を判断することが適当。
その上で、パート合格には、パート合格した受験年の翌々年までを有効期限と

して設定することが適切。
このように合格基準・有効期限を設定することを通じて、国家試験合格者の質

が担保されると考えられる。

パート合格は、令和８年１月実施予定の第38回介護福祉士国家試験より導入する
ことが妥当。(公財)社会福祉振興・試験センターと引き続き十分な調整を行うこと
が求められる。

パート合格を、国家試験の受験者が、自身の状況に応じて学習を進めて、国家試
験を受験しやすくなる仕組みとして導入することで、介護福祉士を目指す受験者を
より多く確保することが期待される。
専門性の高い介護福祉士が確保され、質の高い介護サービスが安定的に提供され

ることにつながるなど介護福祉全体の質をあげることに寄与するととともに、介護
福祉士の専門性を次の世代へ継承していくことにつながると考えられる。

（参考２）
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